
（第17346号）東 京 都 公 報令和3年6月1日（火曜日）

�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

告

示

○
令
和
三
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
総
務
部
総
務
課
）…
�

○
令
和
三
年
度
東
京
都
補
正
予
算
の
公
表
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
財
務
局
主
計
部
財
政
課
）…
�

○
特
定
計
量
器
定
期
検
査
の
実
施
（
六
件
）
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…（
生
活
文
化
局
計
量
検
定
所
検
査
課
）…
�

○
住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
の
指
定
（
二
件
）
…

…
…
…
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
住
宅
企
画
部
民
間
住
宅
課
）…
�

○
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
…
…
…
…
…
…

…
…（
福
祉
保
健
局
障
害
者
施
策
推
進
部
地
域
生
活
支
援
課
）…
�

○
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
障
害
者
支
援
施

設
及
び
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
の
指
定
…
…
…
…（
同
）…
�

○
令
和
三
年
東
京
都
告
示
第
五
百
十
六
号
（
東
京
都
多
摩
府

中
保
健
所
に
お
け
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
収
納
委
託
）

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…（
福
祉
保
健
局
多
摩
府
中
保
健
所
企
画
調
整
課
）…
��

○
令
和
三
年
に
お
け
る
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
の
制
限
措
置
の

内
容
等
…
…
…
…
…
…（
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
水
産
課
）…
��

○
令
和
三
年
に
お
け
る
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
釣
り
漁
業
の
制
限

措
置
の
内
容
等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
令
和
三
年
に
お
け
る
さ
ん
ご
漁
業
の
制
限
措
置
の
内
容
等

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
保
安
林
の
皆
伐
面
積
の
限
度
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…（
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
森
林
課
）…
��

告

示
（
公
）

○
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規

則
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

し
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
手
続
等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�	

○
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規

則
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
東
京
都
公
安
委
員
会
が

別
に
定
め
る
も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�	

○
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規

則
第
四
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
東
京
都
公
安

委
員
会
が
別
に
定
め
る
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規

則
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
公
安
委
員
会

が
別
に
定
め
る
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

公

告

○
市
街
地
再
開
発
組
合
の
理
事
長
の
変
更
（
二
件
）
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
再
開
発
課
）…
��

○
市
街
地
再
開
発
組
合
の
理
事
長
の
住
所
の
変
更
…
…
…（
同
）…
�


○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
完
了
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…（
都
市
整
備
局
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
開
発
指
導
第
二
課
）…
�


告

示

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
八
十
一
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
八
号
）
第
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
三
年
度
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の

額
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
八
十
二
号

令
和
三
年
五
月
七
日
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十

七
号
）
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分
し
た
令
和

三
年
度
東
京
都
一
般
会
計
補
正
予
算
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
七
百
八
十
三
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年

通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お

り
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
。令

和
三
年
六
月
一
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

戸

澤

互

一

検
査
地
域

町
田
市

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
分
銅
及
び
お
も
り

を
含
む
。
以
下
「
検
査
対
象
物
」
と
い
う
。
）
。

た
だ
し
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

超
え
る
非
自
動
は
か
り
を
併
せ
て
使
用
す
る
事
業

所
の
検
査
対
象
物
を
除
く
。

三

検
査
期
日

令
和
三
年
七
月
五
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
日
ま
で

（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東

京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。
）

四

検
査
場
所

㈠

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の

所
在
の
場
所
に
お
い
て
、
東
京
都
計
量
検
定

所
及
び
指
定
定
期
検
査
機
関
が
検
査
を
実
施

す
る
。

㈡

㈠
の
ほ
か
、
東
京
都
計
量
検
定
所
（
江
東
区

新
砂
三
丁
目
三
番
四
十
一
号
）
に
お
い
て
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
検
査

を
実
施
す
る
。

五

指
定
定
期

検
査
機
関

の
名
称

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
八
十
四
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年

通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在
場
所
定
期
検
査
を

次
の
と
お
り
指
定
定
期
検
査
機
関
が
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

戸

澤

互

一

検
査
地
域

小
金
井
市

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
分
銅
及
び
お
も
り

を
含
む
。
以
下
「
検
査
対
象
物
」
と
い
う
。
）
。

た
だ
し
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

超
え
る
非
自
動
は
か
り
を
併
せ
て
使
用
す
る
事
業

所
の
検
査
対
象
物
を
除
く
。

三

検
査
期
日

令
和
三
年
七
月
五
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で

（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東

京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。
）

四

検
査
場
所

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在

の
場
所

五

指
定
定
期

検
査
機
関

の
名
称

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
八
十
五
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年

通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在
場
所
定
期
検
査
を

次
の
と
お
り
指
定
定
期
検
査
機
関
が
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
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一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

戸

澤

互

一

検
査
地
域

府
中
市

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
分
銅
及
び
お
も
り

を
含
む
。
以
下
「
検
査
対
象
物
」
と
い
う
。
）
。

た
だ
し
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

超
え
る
非
自
動
は
か
り
を
併
せ
て
使
用
す
る
事
業

所
の
検
査
対
象
物
を
除
く
。

三

検
査
期
日

令
和
三
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
八
月
二
十
七

日
ま
で
（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成

元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除

く
。
）

四

検
査
場
所

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在

の
場
所

五

指
定
定
期

検
査
機
関

の
名
称

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
八
十
六
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年

通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在
場
所
定
期
検
査
を

次
の
と
お
り
指
定
定
期
検
査
機
関
が
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

戸

澤

互

一

検
査
地
域

府
中
市
、
調
布
市
、
小
金
井
市
、
狛
江
市
及
び
稲

城
市

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
二
ト
ン
以
下
の
も
の
及
び

同
一
の
事
業
所
で
併
せ
て
使
用
す
る
ひ
ょ
う
量
が

二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
分
銅
及
び

お
も
り
を
含
む
。
以
下
「
検
査
対
象
物
」
と
い

う
。
）
。
た
だ
し
、
ひ
ょ
う
量
が
二
ト
ン
を
超
え

る
非
自
動
は
か
り
を
併
せ
て
使
用
す
る
事
業
所
の

検
査
対
象
物
を
除
く
。

三

検
査
期
日

令
和
三
年
七
月
八
日
か
ら
同
年
八
月
十
日
ま
で

（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東

京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。
）

四

検
査
場
所

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在

の
場
所

五

指
定
定
期

検
査
機
関

の
名
称

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
八
十
七
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年

通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在
場
所
定
期
検
査
を

次
の
と
お
り
指
定
定
期
検
査
機
関
が
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

戸

澤

互

一

検
査
地
域

台
東
区
及
び
練
馬
区

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
二
ト
ン
以
下
の
も
の
及
び

同
一
の
事
業
所
で
併
せ
て
使
用
す
る
ひ
ょ
う
量
が

二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
分
銅
及
び

お
も
り
を
含
む
。
以
下
「
検
査
対
象
物
」
と
い

う
。
）
。
た
だ
し
、
ひ
ょ
う
量
が
二
ト
ン
を
超
え

る
非
自
動
は
か
り
を
併
せ
て
使
用
す
る
事
業
所
の

検
査
対
象
物
を
除
く
。

三

検
査
期
日

令
和
三
年
八
月
五
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
一
日
ま

で
（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年

東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除

く
。
）

四

検
査
場
所

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在

の
場
所

五

指
定
定
期

検
査
機
関

の
名
称

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
八
十
八
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年

通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在
場
所
定
期
検
査
を

次
の
と
お
り
指
定
定
期
検
査
機
関
が
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

戸

澤

互

一

検
査
地
域

千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
、
台
東
区
、
目
黒
区
、

世
田
谷
区
、
渋
谷
区
及
び
杉
並
区

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
ト
ン

を
超
え
る
も
の
及
び
同
一
の
事
業
所
で
併
せ
て
使

用
す
る
ひ
ょ
う
量
が
二
ト
ン
以
下
の
も
の
（
分
銅

及
び
お
も
り
を
含
む
。
）

三

検
査
期
日

令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
日
ま
で

（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東

京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。
）

四

検
査
場
所

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在

の
場
所

五

指
定
定
期

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会
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検
査
機
関

の
名
称

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
八
十
九
号

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支

援
法
人
（
以
下
「
支
援
法
人
」
と
い
う
。
）
の
指
定
を
し
た
の
で
、

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

支
援
法
人
の
名
称

吉
祥
ハ
ウ
ジ
ン
グ
有
限
会
社

二

支
援
法
人
の
住
所

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
一
丁
目
六
番

二
十
五
号

三

支
援
業
務
を
行
う
事
務

所
の
所
在
地

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
一
丁
目
六
番

二
十
五
号

四

指
定
年
月
日

令
和
三
年
五
月
二
十
日

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
号

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支

援
法
人
（
以
下
「
支
援
法
人
」
と
い
う
。
）
の
指
定
を
し
た
の
で
、

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

支
援
法
人
の
名
称

株
式
会
社
メ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

二

支
援
法
人
の
住
所

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
西
心
斎
橋
二

丁
目
十
番
十
五
号
一
Ｆ－

Ｆ

三

支
援
業
務
を
行
う
事
務

所
の
所
在
地

中
央
区
銀
座
七
丁
目
十
七
番
五
号
二

〇
五
号
室

四

指
定
年
月
日

令
和
三
年
五
月
二
十
日

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
一
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

法
第
五
十
一
条
及
び
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
障
害

者
支
援
施
設
及
び
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
の
指
定
等
に
関
す
る

規
則
（
平
成
十
八
年
東
京
都
規
則
第
七
十
二
号
）
第
六
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
二
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
十
一

条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
四
月
一
日
付
け
で
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
障
害
者
支
援
施
設
及
び
指
定

一
般
相
談
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
の
で
、
法
第
五
十
一
条
、
第
五

十
一
条
の
三
十
第
一
項
及
び
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指

定
障
害
者
支
援
施
設
及
び
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
の
指
定
等
に

関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
東
京
都
規
則
第
七
十
二
号
）
第
六
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
三
号

令
和
三
年
東
京
都
告
示
第
五
百
十
六
号
（
東
京
都
多
摩
府
中
保
健

所
に
お
け
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
収
納
委
託
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
表
２５
の
項
か
ら
８６
の
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
表
８７
の
項
か
ら
９０
の
項
ま
で
を
削
り
、
同
表
中
９１
の
項
か
ら
１５６

の
項
ま
で
を
８７
の
項
か
ら
１５２
の
項
ま
で
と
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
四
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
三
年
に
お
け
る
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
の
制
限
措
置
を
定
め
た
の
で
、

当
該
制
限
措
置
の
内
容
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き

期
間
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

制
限
措
置
の
内
容

㈠

漁
業
種
類

ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業

㈡

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
の
総
ト
ン
数

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未
満
で
許
可
証
に
記
載
さ

れ
た
総
ト
ン
数

㈢

推
進
機
関
の
馬
力
数

定
め
な
し

㈣

漁
業
時
期

周
年

㈤

操
業
区
域
、
漁
業
を
営
む
者
の
資
格
及
び
許
可
又
は
起
業
の

認
可
を
す
べ
き
船
舶
等
の
数

操
業
区
域

漁
業
を
営
む
者
の

資
格

許
可
又
は
起

業
の
認
可
を

す
べ
き
船
舶

等
の
数

小
笠
原
海
域
（
孀
婦

岩
と
北
之
島
と
の
中

小
笠
原
支
庁
管
内

に
住
所
を
有
し

四
隻
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間
線
（
北
緯
二
十
八

度
三
十
分
（
測
量
法

（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
百
八
十
八
号
）

第
十
一
条
第
三
項
に

規
定
す
る
世
界
測
地

系
に
よ
る
。
）
の

線
）
か
ら
南
側
の
小

笠
原
諸
島
地
先
海

面
）

（
法
人
に
あ
っ
て

は
、
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
が
小

笠
原
支
庁
管
内
区

域
に
あ
り
）
、
か

つ
、
船
舶
根
拠
地

（
漁
船
法
施
行
規

則
（
昭
和
二
十
五

年
農
林
省
令
第
九

十
五
号
）
第
一
条

第
九
項
に
規
定
す

る
主
た
る
根
拠
地

を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
小
笠
原

支
庁
管
内
の
区
域

に
あ
る
者
で
あ
る

こ
と
。

三
重
県
に
住
所
を

有
し
（
法
人
に
あ

っ
て
は
、
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地

が
三
重
県
の
区
域

に
あ
り
）
、
か
つ
、

船
舶
根
拠
地
が
三

重
県
の
区
域
に
あ

る
者
で
あ
る
こ
と
。

十
隻

和
歌
山
県
に
住
所

を
有
し
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
主
た

る
事
務
所
の
所
在

地
が
和
歌
山
県
の

区
域
に
あ
り
）
、

か
つ
、
船
舶
根
拠

地
が
和
歌
山
県
の

区
域
に
あ
る
者
で

あ
る
こ
と
。

四
隻

徳
島
県
に
住
所
を

有
し
（
法
人
に
あ

っ
て
は
、
主
た
る

二
隻

事
務
所
の
所
在
地

が
徳
島
県
の
区
域

に
あ
り
）
、
か
つ
、

船
舶
根
拠
地
が
徳

島
県
の
区
域
に
あ

る
者
で
あ
る
こ
と
。

高
知
県
に
住
所
を

有
し
（
法
人
に
あ

っ
て
は
、
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地

が
高
知
県
の
区
域

に
あ
り
）
、
か
つ
、

船
舶
根
拠
地
が
高

知
県
の
区
域
に
あ

る
者
で
あ
る
こ
と
。

三
隻

大
分
県
に
住
所
を

有
し
（
法
人
に
あ

っ
て
は
、
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地

が
大
分
県
の
区
域

に
あ
り
）
、
か
つ
、

船
舶
根
拠
地
が
大

分
県
の
区
域
に
あ

る
者
で
あ
る
こ
と
。

一
隻

鹿
児
島
県
に
住
所

を
有
し
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
主
た

る
事
務
所
の
所
在

地
が
鹿
児
島
県
の

区
域
に
あ
り
）
、

か
つ
、
船
舶
根
拠

地
が
鹿
児
島
県
の

区
域
に
あ
る
者
で

あ
る
こ
と
。

二
隻

二

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間

令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
五
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
三
年
に
お
け
る
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
釣
り
漁
業
の
制
限
措
置
を
定
め

た
の
で
、
当
該
制
限
措
置
の
内
容
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申

請
す
べ
き
期
間
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

制
限
措
置
の
内
容

㈠

漁
業
種
類

か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
釣
り
漁
業
（
主
に
操
業
棚
二
百
メ
ー
ト
ル

以
深
で
行
う
旗
流
し
又
は
釣
り
漁
法
及
び
主
に
操
業
棚
二
百
メ

ー
ト
ル
以
浅
で
行
う
旗
流
し
又
は
釣
り
漁
法
）

㈡

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
の
総
ト
ン
数

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未
満
で
許
可
証
に
記
載
さ

れ
た
総
ト
ン
数

㈢

推
進
機
関
の
馬
力
数

定
め
な
し

㈣

漁
業
時
期

周
年

㈤

漁
業
種
類
毎
の
操
業
区
域
、
漁
業
を
営
む
者
の
資
格
及
び
許

可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
等
の
数

漁
業
種
類

操
業
区
域

漁
業
を
営
む
者

の
資
格

許
可
又

は
起
業

の
認
可

を
す
べ

き
船
舶

等
の
数

か
つ
お
・

小
笠
原
海
域

小
笠
原
支
庁
管

四
十
二



（第17346号）東 京 都 公 報令和3年6月1日（火曜日）１３

ま
ぐ
ろ
釣

り
漁
業

（
主
に
操

業
棚
二
百

メ
ー
ト
ル

以
深
で
行

う
旗
流
し

又
は
釣
り

漁
法
）

（
孀
婦
岩
と
北

之
島
と
の
中
間

線
（
北
緯
二
十

八
度
三
十
分

（
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法

律
第
百
八
十
八

号
）
第
十
一
条

第
三
項
に
規
定

す
る
世
界
測
地

系
に
よ
る
。
）

の
線
）
か
ら
南

側
の
小
笠
原
諸

島
地
先
海
面
）

内
に
住
所
を
有

し
（
法
人
に
あ

っ
て
は
、
主
た

る
事
務
所
の
所

在
地
が
小
笠
原

支
庁
管
内
区
域

に
あ
り
）
、
か

つ
、
船
舶
根
拠

地
（
漁
船
法
施

行
規
則
（
昭
和

二
十
五
年
農
林

省
令
第
九
十
五

号
）
第
一
条
第

九
項
に
規
定
す

る
主
た
る
根
拠

地
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
が

小
笠
原
支
庁
管

内
の
区
域
に
あ

る
者
で
あ
る
こ

と
。

隻

か
つ
お
・

ま
ぐ
ろ
釣

り
漁
業

（
主
に
操

業
棚
二
百

メ
ー
ト
ル

以
浅
で
行

う
旗
流
し

又
は
釣
り

漁
法
）

東
京
都
島
し
ょ

部
に
住
所
を
有

し
（
法
人
に
あ

っ
て
は
、
主
た

る
事
務
所
の
所

在
地
が
東
京
都

島
し
ょ
区
域
に

あ
り
）
、
か
つ
、

船
舶
根
拠
地
が

東
京
都
島
し
ょ

区
域
に
あ
る
者

で
あ
る
こ
と
。

一
隻

宮
崎
県
に
住
所

を
有
し
（
法
人

に
あ
っ
て
は
、

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
が
宮

崎
県
の
区
域
に

十
二
隻

あ
り
）
、
か
つ
、

船
舶
根
拠
地
が

宮
崎
県
の
区
域

に
あ
る
者
で
あ

る
こ
と
。

鹿
児
島
県
に
住

所
を
有
し
（
法

人
に
あ
っ
て
は
、

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
が
鹿

児
島
県
の
区
域

に
あ
り
）
、
か

つ
、
船
舶
根
拠

地
が
鹿
児
島
県

の
区
域
に
あ
る

者
で
あ
る
こ
と
。

一
隻

二

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間

令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
六
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
三
年
に
お
け
る
さ
ん
ご
漁
業
（
造
礁
さ
ん
ご
の
採
捕
を
目
的
と
す

る
も
の
を
い
う
。
）
の
制
限
措
置
を
定
め
た
の
で
、
当
該
制
限
措
置

の
内
容
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間
を
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

制
限
措
置
の
内
容

㈠

漁
業
種
類

さ
ん
ご
網
漁
業
（
造
礁
さ
ん
ご
）

㈡

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
等
の
数
及
び
船
舶
の

総
ト
ン
数
又
は
漁
業
者
の
数

ア

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
等
の
数

二
隻

イ

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
の
総
ト
ン
数

定
め
な
し

㈢

推
進
機
関
の
馬
力
数

定
め
な
し

㈣

操
業
区
域

小
笠
原
海
域
（
孀
婦
岩
と
北
之
島
と
の
中
間
線
（
北
緯
二
十

八
度
三
十
分
（
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八

号
）
第
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
世
界
測
地
系
に
よ
る
。
）

の
線
）
か
ら
南
側
の
小
笠
原
諸
島
地
先
海
面
を
い
う
。
）

㈤

漁
業
時
期

周
年

㈥

漁
業
を
営
む
者
の
資
格

小
笠
原
支
庁
管
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
船
舶
根
拠
地

（
漁
船
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
五

号
）
第
一
条
第
九
項
に
規
定
す
る
主
た
る
根
拠
地
を
い
う
。
）

が
小
笠
原
支
庁
管
内
の
区
域
に
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
（
共
同
経

営
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
共
同
経
営
体
を
構
成
す
る
全
て
の
者

が
小
笠
原
支
庁
管
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
船
舶
根
拠
地
が

小
笠
原
支
庁
管
内
に
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
。
）
。

二

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間

令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
七
号

森
林
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）
第
四

条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
伐
採
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す
る
こ
と
が
で
き
る
保
安
林
の
皆
伐
面
積
の
残
存
許
容
限
度
を
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

保
安
林
の
種
類

単
位

区
域

同
一
単
位
と

さ
れ
る
区
域

皆
伐
面
積
の
残

存
許
容
限
度

（
ヘ
ク
タ
ー

ル
）

か
ん

水
源
涵
養
保
安

林

多
摩
川

青
梅
市
及
び
西
多
摩

郡
奥
多
摩
町
の
区
域

六
四
六
・
七
七

秋
川

あ
き
る
野
市
並
び
に

西
多
摩
郡
日
の
出
町

及
び
同
郡
檜
原
村
の

区
域

二
九
〇
・
五
七

浅
川

八
王
子
市
の
区
域

八
三
・
六
二

計

一
〇
二
〇
・
九
六

土
砂
流
出
防
備

保
安
林

多
摩
川

青
梅
市
及
び
西
多
摩

郡
奥
多
摩
町
の
区
域

四
七
・
八
三

秋
川

あ
き
る
野
市
並
び
に

西
多
摩
郡
日
の
出
町

及
び
同
郡
檜
原
村
の

区
域

八
・
二
五

浅
川

八
王
子
市
及
び
町
田

市
の
区
域

一
五
・
八
六

大
島

神
津
島
村
の
区
域

〇
・
五
〇

八
丈
島

八
丈
島
八
丈
町
の
区

域

八
一
・
五
四

計

一
五
三
・
九
八

土
砂
崩
壊
防
備

保
安
林

秋
川

あ
き
る
野
市
及
び
西

多
摩
郡
日
の
出
町
の

区
域

〇
・
五
八

計

〇
・
五
八

干
害
防
備
保
安

秋
川

西
多
摩
郡
檜
原
村
の

〇
・
七
八

林

区
域

大
島

大
島
町
の
区
域

一
・
八
六

八
丈
島

八
丈
島
八
丈
町
の
区

域

〇
・
四
〇

小
笠
原

諸
島

小
笠
原
村
の
区
域

八
六
・
八
八

計

八
九
・
九
二

落
石
防
止
保
安

林

秋
川

西
多
摩
郡
日
の
出
町

の
区
域

〇
・
〇
三

計

〇
・
〇
三

保
健
保
安
林

多
摩
川

青
梅
市
及
び
西
多
摩

郡
奥
多
摩
町
の
区
域

一
六
・
三
八

秋
川

あ
き
る
野
市
並
び
に

西
多
摩
郡
日
の
出
町

及
び
同
郡
檜
原
村
の

区
域

一
七
・
九
三

浅
川

八
王
子
市
及
び
町
田

市
の
区
域

一
〇
・
五
二

小
笠
原

諸
島

小
笠
原
村
の
区
域

一
九
六
・
〇
〇

計

二
四
〇
・
八
三

告

示
（
公
）

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１６８号

国
家
公
安
委
員
会
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
１５年

国
家

公
安
委
員
会
規
則
第
６
号
）
第
１１条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
東
京
都

公
安
委
員
会
、
警
視
総
監
又
は
警
察
署
長
に
係
る
手
続
等
の
う
ち
、

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
を
定
め
た
の
で
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等

に
関
す
る
規
則
（
平
成
１８年

４
月
１９日

東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第

７
号
）
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
法
令
の
名
称
及
び
条
項
を
告
示
す

る
。

令
和
３
年
６
月
１
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

法
令
の
名
称

条
項

道
路
交
通
法
（
昭
和
３５年

法
律
第

１０５号
）

第
７８条

第
１
項
、
第
４
項
及

び
第
５
項

警
備
業
法（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７

号
）

第
１６条

第
２
項
及
び
第
３
項

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
３
年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
４
号
）

第
１７条

第
１
項

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１６９号

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規
則
（
平

成
１８年

４
月
１９日

東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号
。
以
下
「
規

則
」
と
い
う
。
）
第
４
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
東
京
都
公
安
委
員

会
が
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
３
年
６
月
１
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

規
則
第
４
条
第
３
項
に
規
定
す
る
者
（
規
則
第
４
条
第
３
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
書
面
等
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
載
す
べ
き
事
項
を
ス

キ
ャ
ナ
（
こ
れ
に
準
ず
る
画
像
読
取
装
置
を
含
む
。
）
に
よ
り
読
み

取
っ
て
で
き
た
電
磁
的
記
録
を
入
力
し
、
又
は
送
信
し
よ
う
と
す
る

者
に
限
る
。
）
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
当
該
電
磁
的
記
録
を
作
成

し
た
年
月
日
時
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１７０号

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規
則
（
平

成
１８年

４
月
１９日

東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号
。
以
下
「
規

則
」
と
い
う
。
）
第
４
条
第
４
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
東
京
都

公
安
委
員
会
が
別
に
定
め
る
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
３
年
６
月
１
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

規
則
第
４
条
第
４
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
方
法
は
、
別
表
の
左

欄
に
掲
げ
る
法
令
の
同
表
右
欄
に
掲
げ
る
条
項
に
基
づ
く
申
請
等
を

行
う
場
合
に
お
い
て
、
不
特
定
の
者
に
よ
っ
て
受
信
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
５９年

法
律
第
８６

号
）
第
２
条
第
１
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
送
信
（
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
電
気
通
信
の
送
信
を
除
く
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
電
気
通
信
設

備
の
う
ち
当
該
申
請
等
の
用
に
供
す
る
部
分
（
以
下
「
申
請
部
分
」

と
い
う
。
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で
あ
っ
て
、
申
請
等
を
行
う

者
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１４年

法
律
第
２６号

）
第
２
条
第
３
号
に
規

定
す
る
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
い
う
。
）
ご
と
に
異
な
る
も
の
と

な
る
よ
う
に
、
有
効
期
間
を
定
め
て
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
（
以
下

「
ワ
ン
タ
イ
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
と
い
う
。
）
を
申
請
者
等
が
受
信
し
、
当

該
ワ
ン
タ
イ
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
用
い
て
申
請
部
分
に
接
続
す
る
方
法
と
す

る
。

別
表

法
令

条
項

道
路
交
通
法
（
昭
和
３５年

法
律

第
１０５号

）
第
７８条

第
１
項
、
第
４
項
及

び
第
５
項

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第

１１７号
）

第
１６条

第
２
項
及
び
第
３
項

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
３
年
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
４
号
）

第
１７条

第
１
項

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１７１号

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規
則
（
平

成
１８年

４
月
１９日

東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号
。
以
下
「
規

則
」
と
い
う
。
）
第
５
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
公
安
委

員
会
が
定
め
る
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
３
年
６
月
１
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

規
則
第
５
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
方
法
は
、
別
表
の
左
欄
に
掲

げ
る
法
令
の
同
表
右
欄
に
掲
げ
る
条
項
に
基
づ
く
申
請
等
を
行
う
場

合
に
お
い
て
、
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
氏
名
又
は
名
称
を
入

力
し
、
又
は
送
信
す
る
方
法
と
す
る
。

別
表

法
令

条
項

道
路
交
通
法
（
昭
和
３５年

法
律

第
１０５号

）
第
７８条

第
１
項
、
第
４
項
及

び
第
５
項

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第

１１７号
）

第
１６条

第
２
項
及
び
第
３
項

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

第
１７条

第
１
項

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
３
年
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
４
号
）

公

告

市
街
地
再
開
発
組
合
の
理
事
長
の
変
更
に
つ
い
て

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
神
田
練
塀
町
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
か

ら
次
に
掲
げ
る
者
に
理
事
長
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

氏
名

柴
田

喜
一
郎

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
神
田
練
塀
町
三
百
番
地
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ス
タ
神

田
練
塀
町
一
八
〇
一
号

市
街
地
再
開
発
組
合
の
理
事
長
の
変
更
に
つ
い
て

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
戸
越
五
丁
目
１９
番
地
区
市
街
地
再
開
発
組

合
か
ら
次
に
掲
げ
る
者
に
理
事
長
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

氏
名

谷
岸

祥
行

二

住
所
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品
川
区
戸
越
六
丁
目
四
番
十
九
号

市
街
地
再
開
発
組
合
の
理
事
長
の
住
所
の
変
更
に
つ

い
て

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
虎
ノ
門
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
か

ら
理
事
長
の
住
所
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

氏
名

森
村

裕
介

二

住
所

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
三
番
一
号
東
京
虎
ノ
門
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
ク
エ
ア
二
十
階

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
六
月
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

東
村
山
市
秋
津
町
四
丁
目
三
十
三

番
九

西
東
京
市
東
伏
見
三
丁
目
六
番

十
九
号

タ
ク
ト
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
寺

一
裕

西
東
京
市
谷
戸
町
三
丁
目
二
千
八

百
七
十
五
番
一

西
東
京
市
北
原
町
三
丁
目
三
番

六
十
二
号

石
井
龍
太
郎

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

五
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


